
ケアマネジメントに関する基本方針について

自立支援に資するケアマネジメントの基本方針

１ 要支援から要介護状態となることを予防する。
２ 要支援又は要介護の状態となっても、在宅で継続した生活をできるよう支援する。
３ 悪化した状態となっても、状態を軽減させ、さらなる悪化を防ぐ。

※予防的視点で取り組むことにより生活の質を担保することが重要です。基本方針をみんなで共有することからはじめましょう。

【介護保険法 第1条、第2条第２・３・４項、第4条の概要】

・加齢に伴って生ずる心身の変化に起因する疾病等により要介護状態、これらの者が尊厳を保持し、その有する能力に応

じ自立した日常生活を営むことができるよう、国民の共同連帯の理念に基づき介護保険制度を設け、その行う保険給付等

に関して必要な事項を定め、もって国民の保健医療の向上及び福祉の増進を図ることを目的とする。

・保険給付は、要介護状態の軽減または悪化防止、医療との連携に十分配慮して行わなければならない。

・保険給付は、被保険者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、被保険者の選択に基づき、適切な保健医療

サービス及び福祉サービスが、多様な事業者又は施設から、総合的かつ効率的に提供されるよう配慮して行われなければ

ならない。

・保険給付の内容及び水準は、被保険者が要介護状態となった場合においても、可能な限り、その居宅において、その有

する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように配慮する必要がある。

・加齢に伴って生じる心身の変化を自覚、要介護状態となった場合においても、進んでリハビリ・福祉サービスを利用し、

その有する能力の維持向上に努める。



「ケアマネジメントの基本方針」の取り組み方

【保険者】
被保険者の要支援、要介護になることを予防または悪化を防止する施策を推進する
地域における自立した日常生活を送るための取組を推進する

【地域包括支援センター】
利用者の抱える課題を分析し、地域の課題について検討し、社会資源の創出などの取
組みを推進する

【ケアマネジャー】（※地域包括支援センターの介護予防ケアマネジメントを含む）

常に、利用者の生活目標を明らかにし、改善の可能性を考える
利用者の自立を阻害している要因に対して、適切な介護サービス等によるケアの提供
をできるように支援する
自立支援に資するケアマネジメントの考え方を利用者・家族へ説明し理解を得る

【市民】
自らが要支援・要介護状態とならないために、常に自立した生活を出来るようにする
高齢であっても、役割を持ち、常に社会参加を意識する
要支援・要介護状態となったとしても、リハビリテーションや活動に取り組むことで、
心身機能の維持や向上に努める
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逗子市高齢者福祉サービス一覧【令和４年度】 

問合先 

高齢介護課 高齢福祉係 ・ 高齢介護課 介護保険係 ・ 社会福祉課 地域共生係  

電話 ０４６－８７３－１１１１（代表） 

１．介護予防・生活支援サービス 

サービス名 内 容 対 象 利用者負担 備考 

介護予防・ 

機能向上 

トレーニング 

 

（問合せ先） 

社会福祉課 

地域共生係 
電話046-873-1111 

保健医療の専門職によるプログラム

を３～６か月の短期間に集中して実

施することで、運動機能や栄養・口腔

機能、認知機能改善、閉じこもり予防

等、要介護状態となることを予防する

ための教室です。 

 

（申し込み） 

ご利用の際はお住まいの地域の各地域

包括支援センターへご相談ください。 

（７ページ参照） 

 

要支援1、２の方 

又は、基本チェックリスト（生

活機能評価25項目）で事業

対象に該当した方 

 

 

1回につき330円 
 

住民主体による 

訪問型サービス 

 

（問合せ先） 

社会福祉課 

地域共生係 
電話046-873-1111 

住民ボランティア等による自主的な活

動として行う生活支援サービスです。

多様な支援を通じて、お互いに介護

予防につなげます。 

 

（内容） 

買い物の代行や、調理、ゴミ出し、外

出の支援など高齢者の生活上の困り

ごとへの訪問による柔軟な支援 

１回につき45分程度、週1回を標準と

し、月4回程度 

 

（実施団体・申し込み先） 

①ワーカーズコレクティブこだま 

０４６－８７２－９２８８ 

②ズシップ連合会 

（月～金 ９：００～１５：００） 

０４６－８７２－０７３２ 

（上記以外） 

０８０－５９０１－７８６１ 

③逗子市社会福祉協議会 

０４６－８７３－８０１１ 

 

要支援1、２の方 

又は、基本チェックリスト（生

活機能評価25項目）で事業

対象に該当した方 

 

 

 

各実施団体 

①～③にお問い

合わせください。 
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福祉配食サービス 

 

（問合せ先） 

高齢介護課 

高齢福祉係 

電話046-873-1111 

日常生活に支障のある高齢者等に対

し、訪問により昼食を届け、低栄養の

予防・改善のための食事の確保と日

常の安否確認を行います。 

＜食事種類＞ 

所定の種類の中から１つを選択しま

す。(令和３年４月現在) 

◎普通食 

◎カロリー・塩分調整食 

◎たんぱく・塩分調整食 

◎やわらか食 

◎ムースセット食 

◎消化にやさしい食 

◎透析食 
※ご飯はすべて普通米を使用しています。 

 

身体状況等により、買物や

調理等の食事の確保が困難

な、世帯全員の市民税が非

課税の、ひとり暮らしの６５

歳以上の高齢者等 

１食 ４０７円 介護保険

利用の

方はケア

マネジャ

ーにご相

談くださ

い。 

福祉緊急通報シス

テム 

 

（問合せ先） 

高齢介護課 

高齢福祉係 

電話046-873-1111 

高齢者で※疾病等により身体状況に

不安のある方等を対象に、急病や災

害等の緊急時に備え、緊急通報機器

を貸与します。 

＜機器＞ ・ペンダント型無線発信器 

       ・火災感知器 

・生活行動探知機 

 

貸与機器のうちペンダント型無線発信

器は屋内のみ対応です。また、固定

電話の契約をしていることが必要で

す。 

 

 

 

６５歳以上の高齢者等で  

※疾病等により身体状況に

不安のあるひとり暮らしの

高齢者や高齢者のみの世

帯の方 

 

 

 

 

※疾病とは・・・ 

急変し、生命の危機におち

いりやすい病気。例えば心

臓疾患（狭心症など）や脳血

管疾患（脳梗塞など）等が対

象です。ご自分の疾病が対

象になるか不明な時はご相

談ください。 

 

月額 ３,３００円 

に消費税及び地

方消費税を加え

た額（市民税課税

の方の場合） 

 

 

 

 

利用者の世帯全

員の市民税が、

非課税の場合は

無料 

 

 

（別途、通信費が

利用者負担となり

ます。） 

 

 

＜ひとり暮らし高齢者等訪問＞ 日常生活の見守りや緊急時に備えるため、６５歳以上のひとり暮らしの高齢者や高齢 

者のみの世帯のお宅を地域の民生委員や市の職員、地域包括支援センターや社会 

福祉協議会の職員が訪問しています。 

 

                       問合せ先 高齢介護課高齢福祉係  

                     電話    046-873-1111  
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２．家族介護支援サービス 

サービス名 内 容 対 象 利用者負担 備考 

紙おむつ等の支給 

 

（問合せ先） 

高齢介護課 

高齢福祉係 

電話046-873-1111 

要介護３、４、５の高齢者を在宅で介護

しているご家族に、紙おむつ等を支給

します。 

＜支給内容＞ 

要介護３の市民税非課税世帯 

月額３，０００円 

 

要介護４、５の市民税非課税世帯 

月額６，０００円 

 

＜支給品目＞パンツ型、テープ止め型

パッド型等 

市内に住所があり、紙おむ

つ等を使用している要介護

３、４又は５の６５歳以上の

高齢者を、在宅で現に介護

している世帯で、対象高齢

者世帯及び当該介護して

いる世帯全員の市民税が、

非課税の場合 

※身寄りのない対象高齢者

（単身者）の場合、対象高齢

者（単身者）自身が支給申請

できます。 

無料 市の指定す

る商品の中

から選びま

す。 

現物支給で

す。 

徘徊高齢者ＳＯＳ

ネットワーク登録 

（問合せ先） 

高齢介護課 

高齢福祉係 

電話046-873-1111 

徘徊高齢者を早期発見し保護へつな

げることを目的とした、市役所、交通機

関、郵便局等の連絡・協力による情報

ネットワークです。 

徘徊行動のある高齢者を

介護している家族 

無料  

逗子市徘徊高齢者

等見守り支援ラベ

ルシール交付事業 

 

（問合せ先） 

高齢介護課 

高齢福祉係 

電話046-873-1111 

行方不明になった際、発見者が衣服や

持ち物に貼付された QR コードを読み

取ることで、専用の伝言板を通じて、ご

家族と連絡を取り合うことができるシス

テムです。 

伝言板ではニックネームでのやり取り

になるため、個人情報は保護されま

す。 

徘徊行動のある高齢者（※

徘徊高齢者ＳＯＳネットワ

ーク登録者）を介護してい

る家族 

（注１） 

QRコード代 

3,590円（税込） 

 

 

 

家族介護者支援 

事業 

（問合せ先） 

高齢介護課 

高齢福祉係 

電話046-873-1111 

介護についての知識・技術等を習得す

るための教室、介護者の交流会等を開

催します。 

 

 

 

ご家族を介護している方等 無料 日程は、チ

ラシ・広報

ずしでご確

認 く だ さ

い。 

（注１） QRコードは、㈱デンソーウェーブの登録商標です。 

 

＜家族介護慰労金の支給＞ 介護保険要介護４～５相当で市民税非課税世帯の高齢者が、１年間介護保険のサービ 

ス（年間１週間程度の短期入所サービスを除く）を利用しなかった場合に、その人を介護 

している家族に対し、年１回１０万円が支給されます。 

 

                   問合せ先 高齢介護課介護保険係 

                   電話    046-873-1111 
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３．その他 

 

＜高齢者センター＞ ６０歳以上の方が､健康の増進、教養の向上、レクリエーション活動などのために、楽しん 

でいただく施設です。        住所 逗子市池子４－１０１２   電話 ０４６－８７３－２５３１  

 

＜老 人 クラブ＞高齢者が協力し合って、自らの手で生きがいを高めるとともに、地域の福祉を進めるのに役立 

つことを目的に活動しています。   ズシップ連合会事務局     電話 ０４６－８７２－０７３２ 

 

 

サービス名 内 容 対 象 利用者負担 備考 

移送サービス 

 

（問合せ先） 

高齢介護課 

介護保険係 

電話046-873-1111 

通院や買い物などのためタクシーで

送迎してもらうサービス（※利用には

事前の申請等が必要です。） 

要介護１～５で市民税が非

課税の人 

片道3,000円まで

は自己負担額１

割。超えた額は

全額自己負担。

月４回（２往復）

まで。 

500円の迎車費

用がかかりま

す。 

 

高齢者入浴手帳 

 

（問合せ先） 

高齢介護課 

高齢福祉係 

電話046-873-1111 

指定の公衆浴場で有効の入浴手帳を 

交付します。 

（指定の公衆浴場  あづま湯） 

＜利用方法＞  

指定の公衆浴場で入浴手帳を提示 

  してください。 

（有効期限：令和５年３月３１日） 

申請時６５歳以上の方 １回の利用につ

き１５０円 

１月当たり６枚 

 

入浴手帳

受取りの

際は、本

人確認書

類をご持

参く だ さ

い。 

ずしエンディング 

ノート 

 

（問合せ先） 

社会福祉課 

地域共生係 

電話046-873-1111 

これまでのこと、今のこと、これから

のことなどを記入するノートです。病

気等で意思表示できなくなったとき等

に備え、伝えたいことを事前に書き留

めておくことができます。 

 

 

６５歳以上の方（６５歳未満

の場合でも、必要とされる方

には配布） 

無料  

終活情報登録事業 

 

（問合せ先） 

社会福祉課 

地域共生係 

電話046-873-1111 

病気やケガ等により意思表示ができ

なくなった時や死亡した時に、事前に

市に登録した緊急連絡先や終活に関

する情報を、警察、消防、医療機関等

や登録した緊急連絡先からの照会に

対し、市が伝達します。 

原則 65 歳以上の逗子市民

の方 

 本人が認知症等で明らか

に申請できない場合に限り、

後見人、親族が登録申請で

きます。 

無料  

フレイルチェック 

測定会 

 

（問合せ先） 

社会福祉課 

地域共生係 

電話046-873-1111 

フレイル予防、早期発見のために開

発された指輪っかテストや、筋肉量・

お口の機能測定、アンケート等のフレ

イルチェックを行います。 

 

※フレイルとは…年齢と共に心身の 

活力（筋力、認知機能、社会とのつ 

ながり等）が低下していく状態のこと。 

 

６５歳以上で介助なしで参加

できる方 

無料 日程は、

チラシ・広

報ずしで

ご確認く

ださい。 

＜配布場所＞ 

市社会福祉課、高齢者センター 

市内各地域包括支援センター 

逗子市のホームページ 
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４．認知症に関すること 

【認知症ケアパス】 

 認知症になってもその人らしく過ごせるよう、認知症状に合わせた支援やサービスの一覧表です。 

＊配布場所 ： 市社会福祉課、市内各地域包括支援センター、図書館、逗子市ホームページ 

 

【認知症の可能性をチェック】 

認知症とは、脳の障がいによって記憶する、時間・場所・人などを認識する、計算するなどの認知能力が低下し、日

常生活を送ることが困難になる状態で、早期発見・治療が大切です。 

 

 

□同じ話を無意識のうちに繰り返す 

□知っている人の名前が思い出せない 

□物のしまい場所を忘れる 

□今、しようとしていることを忘れる      など 

 

  

こんなことがあったらパソコンや携帯電話等で簡単に認知症をチェックしてみませんか？ 

 

「認知症簡易チェックサイト」には２つのサイトがあります。 

＊「これって認知症（家族・介護者向け）」 → 身近な人の状態をチェックできます。 

＊「わたしも認知症（本人向け）」        → 自分の状態をチェックできます。 

※チェックした結果とともに相談先などのリストが表示されます。 

 

【利用方法】 

＊パソコンの方はＵＲＬよりご利用ください → http://fishbowlindex.net/zushi/ 

 

＊携帯電話・スマートフォンでＱＲコード対応機種をお持ちの方はＱＲコードをご利用ください。 

 

 

 

 

【ご利用にあたっての注意点】 

・利用料は無料です。ただし通信料金は自己負担です。 

・個人情報の入力は一切不要です。 

・医学的な診断をするものではありません。 

・結果に関わらず、ご心配のある方は専門機関にご相談してください。 

・認知症簡易チェックサイトでも相談窓口をご紹介しています。 

 
QRコードは、㈱デンソーウェーブの登録商標です。 

http://fishbowlindex.net/zushi/
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＊受付記載のない所は、(月)～(金)８時30分～17時 （休日、12月29日～１月３日を除く。） 

【医療機関への受診方法】 

  問：主治医がいますか？       「いる」＊もの忘れについて「主治医」に相談してください。 

                       「いない」＊もの忘れについて「かかりつけ医」等に相談してください。 

 

※この場合の「かかりつけ医」とは、 神奈川県主催「かかりつけ医認知症対応力向上研修」修了医師です。       

かかりつけ医認知症対応力向上研修修了医師一覧 

医師氏名 医療機関名 住 所 電 話 

島田 陽子 島田内科医院 逗子市 逗子１－６－22 046－871－7078 

野口 芳一 逗子銀座通りクリニック 逗子市 逗子１－７－３ 046－870－3401 

桜井 向陽 逗子メンタルクリニック 逗子市 逗子１－８－26 046－872－2928 

水嶋 雅子 水嶋医院 逗子市 逗子１－11－８ 046－871－3168 

池上 晃子 湘南内科ペインクリニック 逗子市 逗子５－６－18 046－872－2611 

角野 子 青木病院 逗子市 桜山６－1336 046－873－6555 

池上   厚 東逗子医院 逗子市 沼間２－10－29 046－871－4355 

別府 穂積 センペル逗子クリニック 逗子市 久木４－25－８ 046－873－7151 

工藤 房子 ハイランドクリニック 逗子市 久木８－13－30 046－871－9420 

高宮    靖 湘南クリニック 逗子市 小坪１－25－15 0467－23－2540 

田嶋 博雄 
天野 皓昭 

湘南記念小坪クリニック 逗子市 小坪３－２－１ 0467－60－0321 

西本 邦弘 西本整形外科 逗子市 逗子２－５－25 046－870－3787 

【認知症に関する相談窓口】 

＊地域の総合的な相談窓口（地域包括支援センター） 

逗子市東部地域包括支援センター 

担当地域：桜山３・４・５丁目（35～37番、葉桜団地を除く）沼間、池子 

電話：046－876－6299 

逗子市中部地域包括支援センター 

担当地域：逗子、桜山1・2・5（35～37番、葉桜団地）6～9丁目、 

山の根、新宿1～3・4丁目1～5番（2番29～59号を除く）・ 

6番38～42号・5丁目 

電話：046－872－2480 

逗子市西部地域包括支援センター 

担当地域：久木、小坪、新宿4丁目2番29～59号・6～16番 

（6番38～42号を除く） 

電話：046-876-5451   

＊もの忘れ・認知症について医師による相談 (予約制) 

神奈川県鎌倉保健福祉事務所 保健予防課 

電話：0467－24－3900 ※保健師による電話相談は随時実施 

＊治療方法など医療についての相談 

国立病院機構久里浜医療センター 

(神奈川県認知症疾患医療センター) 

電話：046－848－1550 
 

＊認知症全般についての相談 

かながわ認知症コールセンター 

電話：0570－0－78674 

受付：(月)(水)10時～20時、(土)10時～16時 
 

＊若年性認知症についての相談 

国立病院機構久里浜医療センター 

（地域医療連携室） 

電話：046－848－2365（直通） 

 

若年性認知症コールセンター 

電話：0800－100－2707 

受付：(月)～(土) 10時～15時 
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５．ご相談 
〈地域の相談窓口〉 

◆地域包括支援センター 

介護サービス・福祉・医療・権利擁護等のサービスが継続的に提供されるよう、保健師又は経験のあ

る看護師・社会福祉士・主任ケアマネジャー等の専門職が、連携して対応し、高齢者の生活を支えます。 

地域包括支援センター 担当地域 

逗子市東部地域包括支援センター 

０４６－８７６－６２９９ 

(所在地 池子字桟敷戸1892-6保健セ

ンター) 

桜山3・4・5（35番～37番、葉桜団地を除く）丁目 

沼間 

池子 

逗子市中部地域包括支援センター 

０４６－８７２－２４８０ 

（所在地 逗子5-4-33逗子会館） 

逗子 

桜山1・2・5丁目（35番～37番、葉桜団地のみ）･6～9丁目、 

山の根 

新宿1丁目～3丁目 

新宿4丁目1番～5番（2番29号～59号を除く） 

新宿4丁目6番38号～42号、新宿5丁目 

逗子市西部地域包括支援センター 

０４６－８７６－５４５１ 

（所在地 新宿4-16-10） 

  

久木 

小坪 

新宿4丁目2番29号～59号、 

新宿4丁目6番～16番（6番38号～42号を除く） 

 ※なお、令和３年 4 月より、地域包括支援センターは、障がいのある方や、子ども・子育て中の方、生活に

困窮する方などの様々な方を対象にした、福祉の総合相談窓口となりました。今までの高齢の方を対象にし

た地域包括支援センターの機能は変更ありません。 

 

〈市役所の相談窓口〉 

高齢介護課  電話０４６－８７３－１１１１ 

・介護保険に関する相談    介護保険係  

・高齢者福祉に関する相談   高齢福祉係  

社会福祉課  電話０４６－８７３－１１１１  

    ・地域福祉、地域包括ケアに関する相談   地域共生係   

 

〈高齢者の虐待に関する相談〉 

高齢者虐待の防止や早期発見、虐待を受けた高齢者や介護をしている方々を支援するために、窓口

や電話により高齢者の虐待に関する相談や通報を受け付けています。 

【相談先】  

・ 高齢介護課高齢福祉係           電話 ０４６－８７３－１１１１  

      ・ 逗子市東部地域包括支援センター    電話 ０４６－８７６－６２９９ 
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・ 逗子市中部地域包括支援センター    電話 ０４６－８７２－２４８０ 

・ 逗子市西部地域包括支援センター    電話 ０４６－８７６－５４５１ 

 

〈逗子あんしんセンター〉 

日常生活において福祉サービスの十分な利用や、財産の管理及び保全が困難な障がい者及び高齢

者等に対して、福祉サービスの利用支援サービス、日常的金銭管理サービス、書類等預かりサービス

を行うと共に、弁護士による相談を行っています。 

 

【問合先】 逗子あんしんセンター  電話 ０４６－８７１－８４５８ （逗子市社会福祉協議会内） 

 

 

 

 

〈成年後見相談〉  

安心して社会生活をおくることができるよう高齢者や障がい者など、判断能力が不十分である方の保

護・支援をしていくための制度、「成年後見」に関する相談を行っています。(原則予約制 ) 

 

①コスモス成年後見サポートセンター (行政書士) 

開催日：毎月第２水曜日  問合先に問い合わせてください。 

時間：１０：００～１1：００、１１：００～１２：００ 

    １３：００～１４：００、１４：００～１５：００、１５：００～１６：００ 

 

【問合先】  高齢介護課高齢福祉係  電話０４６－８７３－１１１１ 

 

 

 

 

<家族のための物忘れ相談会> 

   家族の物忘れ、認知症の症状や介護等について、精神保健福祉士が、ご家族からのご相談を 

 お受けします。 (原則予約制 ) 

 

   開催日時は広報ずし、チラシ、ホームページでご確認ください。 

 

【問合先】  社会福祉課地域共生係  電話０４６－８７３－１１１１ 

 

 

 



逗子市の生活支援等について 

〇救急医療情報キット 

 配付場所・問い合わせ先 国保健康課健康係 

 

 

〇生活支援サービス 

  【参考】  https://kana.rakuraku.or.jp/zushi  

◇安否確認・見守りサービス 

◇家事代行・買い物代行 

◇理容・美容 出張サービス 他 

 

https://kana.rakuraku.or.jp/zushi




葉山町の高齢者福祉サービス
について

葉山町福祉部福祉課介護高齢係

令和４年6月29日（水）



緊急通報システム

申請先 葉山町 福祉課 介護高齢係

対象者 ①町内に住所を有する６５歳以上のひとり暮らし、又はほ
ぼ通年日中ひとり暮らしとなる方で、健康上の不安等によ
り日常生活上注意を要する状態にある方（無料）

②町内に住所を有する世帯全員が７５歳以上世帯で、世
帯員の中に要介護１以上で健康上の不安等により日常生
活上注意を要する状態にある方がいる世帯（町民税非課
税者は無料、町民税課税世帯は有料（月額１，４２６円））

葉山町では、６５歳以上のひとり暮らしの方、老老介
護の方の不安軽減のため、緊急通報システムを貸与
しています。

2



《人感センサー》

貸与機器が設置できる
電話回線が必要となります

業者は綜合警備保障（アルソック）

3



①２４時間３６５日、緊急通報ボタンを押せば、業者か
ら連絡がいくとともに、必要に応じ緊急連絡先に通報
されますので、もしもの時の安心を提供できます。

②２４時間、人の動きがないと、人感センサー（監視カ
メラではありません）が作動して、緊急通報があったも
のとして対応しますので、孤独死防止に役立ちます。

③希望者には、緊急時に警備業者が自宅に駆け付
けますので、緊急時のみならず、防犯面でも安心で
す。

緊急通報システムの特徴

4



④ひとり暮らしの方には、お元気コールとして月１回、
業者が安否確認の電話をしますので、孤立防止に役
立ちます。

⑤２４時間３６５日、健康の不安に対する相談を専門
職が受けることができるので、健康の不安にも対応で
きます。

緊急通報システムの特徴

5



申請先 葉山町 福祉課 介護高齢係

対象者 ①おおむね６５歳以上のひとり暮らし高齢者世帯
②おおむね６５歳以上の高齢者世帯

③重度障害者（身体障害者手帳１，２級、療育手帳Ａ
１，Ａ２、精神障害者福祉手帳１級保持者）
④その他、町長が特に必要があると認めた者

配達日 原則として平日の週５回、１６時～１７時までの間に安
否確認を兼ねて利用者宅に配達

配食サービス

葉山町が認定した、食事作りが困難な、次のいずれ
かに該当する方に対し、１食５００円で安否確認を兼
ねた配食サービスを実施しています。
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申請先 葉山町 福祉課 介護高齢係

対象者 ①日常的に介助あるいは介護を必要とする高齢者（おお
むね６５歳以上）のみの世帯

②日常的に介助あるいは介護を必要とする障害者（身体
障害者手帳、療育手帳又は、精神障害者保健福祉手帳
の交付を受けている者）のみの世帯
③その他、町長が特に必要があると認めた者

備考 ※週１回、すべてのごみを回収します（分別の必要あり）。

※介護保険認定者の場合、ヘルパー利用で対応可能か
を優先に考えます。

ふれあいごみ収集

町内に住所を有する方で、自ら一定の場所までごみを出すこと
ができず、身近な人等の協力が得られない方に対し、安否確
認を兼ねたごみ収集サービスを実施しています。
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申請先 葉山町 福祉課 介護高齢係

対象者 ①認知症の人
②町長が特に必要と認めたもの

利用者負担 無料

認知症等行方不明ＳＯＳネットワーク

認知症等による行方不明者を早期発見し、保護へつ
なげることを目的とした、役場、警察、交通機関、郵
便局等の連絡・協力による情報ネットワークです。
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家族支援サービス

介護用品支給

申請先 葉山町社会福祉協議会
（Ｔｅｌ：８７５－９８８９）

対象者 要介護３以上の認定を
受けている在宅高齢者
で、常時介護用品を必
要とする方

支給日 隔月の第２週目

無料入浴事業

申請先 葉山町福祉課介護高齢係

対象者 ご自宅の都合で入浴困難
な方等（おおむね６０歳以
上で、自力で来館・入浴
できる人）

場所 葉山町福祉文化会館

日時 原則、毎週金曜日
（１２時３０分～１５時）

備考 事前に登録が必要
（年１回登録・カード作成）

紙おむつ等の介護用品を無
料で配達しています。

9



送迎サービス

障害や疾病により自家用車や公共交通機関を利用
して買い物や病院への通院、入退院、施設への入退
所が困難な方へ無料送迎を行います。

申請先 葉山町 福祉課 介護高齢係

対象者 ○要介護１から５の方又は重症心身障害者
○介護保険料所得段階５段階以下

○介助者としての同乗者を１人以上つけることができ
ること
上記要件をすべて満たしていること。

利用者負担 無料
10



 認知症予防教室・・・簡単な計算等の課題を運動と一
緒に行い、認知症の予防と健康促進を目指す教室を
実施しています。

 水中歩行教室・・・室内プールで歩行することで腰・膝
への負担を軽減しながら行う運動教室を実施していま
す。

 申請先：葉山町 福祉課 介護高齢係

介護予防・認知症予防のための取組み
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 問い合わせ先：葉山町 福祉課 介護高齢係

 町内各地域で取り組んでいます。住民主体による通い
の場づくりを兼ねて、原則週１回以上、貯筋運動（特別
な器具を用いることなく、椅子に座って行う運動）を実
施しています。半年に１度、超音波による筋力測定も
行っています。

 現在は、２８会場で、町民主体で実施しています。町は
実演指導・効果測定等の側面支援を行っています。

介護予防・認知症予防のための取組み
～貯筋運動～
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 認知症サポーター養成講座・・・認知症に対する正しい
理解の普及と支援者の育成を目的としています。

 認知症簡易チェックサイト・・・パソコンや携帯電話等で
認知症の可能性をチェックできます。

ＵＲＬ：http://fishbowlindex.net/hayama/

 認知症ケアパス・・・認知症になった時、認知症の進行
状況に応じて、必要となる医療や受けられる介護サー
ビス等、地域で行われている様々な支援をまとめたもの。

葉山町の認知症施策
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認知症ケアパス
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 認知症の人ができる限り
住み慣れた自宅で暮らし
続け、また、認知症の人や
その家族が安心できるよう、
認知症の進行状況に応じ
てどのようなサービスが利
用できるのかをまとめたパ
ンフレットです。



リビング・ウィル
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 人生の最終段階（終末期）
を迎えたときの医療の選択、
自分らしい人生の最期を迎
えるため、また、家族や周囲
の方も安らかなお見送りが
できるよう事前に意思表示
するためのパンフレットです。



高齢者ガイドブック
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 葉山町が実施する高齢者
一般施策について広く町
民に周知するためのパン
フレットです。

 緊急通報システムや配食
サービス、貯筋運動等掲
載しています。



今後とも、高齢者福祉事業・認知症施策への
ご理解、ご協力について、よろしくお願いします。


